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大平肺吸虫と小型大平肺吸虫の種別標徴の比較研究

(1) 皐丸と卵巣の大きさの比較，殊に犬戚染虫体について

--==-Z二3・
日事 村 保

大阪府立大学農学部獣医学科病理学教室 （指導 一色於菟四郎教授）

（昭和33年 11月25日受領）

まえがき

我国に産する肺吸虫属（genusParagonimus）の吸虫

人従来 Paragonz初uswestermani£ (Kerbert, 1878）（以

下 P.w.と略記） 1種のみであると考えられていえが，

1939年，宮崎は九州において新種 P.ohirai Miyazaki, 

1939 （以下 P.o. と略JiDを発見した。その後， 同氏

(1914)は新淀川産のクロベンケイ Sesarmadehaani 

〈以下 S.d.と略記〉より P.o.の被褒幼虫 meta白 rc・

aria （以下 mc と略記〉と f士連 'j1種の肺吸虫の mc

を発見し，仮りに「小型大平肺吸虫」と命名 Lt~が， 後
：こ至リ ， 壬J)mcは中国 Oぶ東〉におい℃ Chen(1940) 

が発見し，t P. iloktsuenensis Chen, 1940 （以下Rえ と

略記〉であることが明らかにされた。その後，宮崎(1955)

は九州におl.；、：北米型といわ！［る P. kellzヒottiWard, 

1908を ！~.出 L ， 結局，我国に産する肺吸虫は都合 4 種あ

るζ どこえ：j，従って，肺吸虫の種見’（の問題は画期的と

たった F

宮崎（19:13,144, '47, '50, '52）ほ殺上 4種の肺吸虫の

うち P.w.,P.o., P.えの 3種の成虫について，詳細な種

別標徴C比較研究全行い， P.w.と氏が発見した P.o.と

は皮臓の形態，生え方， 卵巣の形態などにより容幼に区

別できるが， P.o.と P.えは絞上の種別！去徴が相互に酷

似し，従つ－ ~. ・＝－の鑑別は殆んど不可能でまるとしえ。

一方， Chenぐ1940）は氏の発見にかかご P.i.の研究に

T Al¥IOTSu TOMIMURA : The comparative stu・
dies on the specific characters between the two 

species of lung-flukes, Paragoni初usohirai Miya-
zaki 1939 and P. iloktsuenensis Chen, 1940. (1) 
The comparisons of the size of the testes and 
ovary, with special reference to the worms from 

the inoculated dogs (Department of Veterinary 

Science, College of Agriculture, University of 

Osaka Prefecture, Sakai, Osaka, Japan) 

際し，アジアおよびアメリカ大陸産の肺｜反虫粍蒐集し，成

虫の形態に関する比較研究を行つえ結果， 卵巣の形は 2

型，すなわち，westermanii型と ohirai～iloktsuenensis

型とに分けられると述べ，宮崎の所説を肯定すると同時

に， 皮赫 ・宰丸（rr心塊の小さいこと〉などにより，

P］.と P.o.の鑑別が可能のようであるという見解を発

表した。後， 問辺 (1950）は立体模型標本により 3種

(P.w., P.o., P.i.）の肺吸虫の構造を詳細に比較検討し

たととろ，P.w.と P.o.,P.え の両種とは卵巣・ 皮練な

どのd性質により容易に区別できるが，後 21'雪は相互に卵

巣 ・皮椋・ 畢丸〈巾心塊〉の形態が酷似し，従って，成

虫？とよる両者の鑑別は至難てあるとした。結局，同氏は

Chenの PJ.と P.v. が区別てきるという説を否定し，

両種の区別が困難であるとする宮崎の所説に賛成して

し、る。

以上のように， P.o.,P.え 両種における成虫の形態，

なかでも皮赫 ・卵巣などの性質に関し℃は，従来，詳細

な比較研究が行わjしているが，う〉類上の規準となるべき

他の諸標徴についてはよ検討の部分が多く ，前述の探徴

の人によって両種の区別が困難であととするのは早計の

ようである。

よって，筆者は mcから「I＇，発して実験的に得た種々 な

る円齢の犬感染虫俸について，今回はよ検討のまま残さ

札ている皐丸と卵巣の大きさの関係を特に比較検討し

た。その結果，望丸と卵巣の大きさの比の値および宅丸

の形態を比較するととにより，圧平穏本ても同種「m：τ京

干のキ目黒があるのを見極め得たので，こ三にそれら観察

詰所見の大要を記J成して御参考に供したいと思う。

材料と方法

兵庫県円山川産 P.o.の mcと大阪府新淀川産 P.i.

の mcの一定数（前者は50コ，後者は S.d.め肝臓15匹

好〉を各4頭，都合 8頭、の成犬（ 9 kg 内外〉！こ試食感

本研究費の一部は文部省科学研究費（肺吸虫研究班）の補助を受けた。と ζ に附記して謝意を表します。
一色於菟四郎記。

( 12 ) 
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染せしめ，感染後 1カ月， 2カ月と 4カ月固 まで，月 を

泊つーご l頭づっクロ ロホルム麻酔致死剖検し，30, 60, 

90およぺ 120日齢の P.o.と P.z". 宅作成し，七。 とれら

2種の肺吸虫における宰丸と卵巣の大きさについての比

較研究には，常に厚さの一定し，t標本を作成し，実験に

供するのが最ミ理忽的であろうが，実際問題と して，と

れは技術上極ウて困難である。よって，軍首は以下に述

べるぷうな方法により，各!l齢の P.o. と P.i. を全く

同一条件下て加圧回定し，できるだけ注意深く探木を作

成するてとによって本研究の目的そ達成し得た。すなわ

ち，試験犬の胸腔内 （30日齢〉あるいは肺臓に形成され

た虫嚢内（60～ 120Ii齢〉より食塩水（0.85%, 38°C）巾に

取り出しJ二去体を2枚の載物硝子｜市？と挟んで圧平する場

合， 虫体の両端；ては常に一定の厚さの紙片〈図書4空間カ

ー ド，丸善株式会社製〉を挿入し，ゴムバン ドを用い紙片

部をて、き，乙だけ強く柿 わっけ疋。か上うにしてJ市入紙片

と略同等の厚さに圧.srzさJした虫体は，ただちに Schau・

dinn氏液中：こ混潰して固定， hematoxylin ~－染色士施

した後，訟のように脱1k，透帝i，パルサム封入を行い永

久標本 とL，三。なお，上述の紙片は虫体の発育程度によ

ってその枚数を加減 L・,30口齢のものは両端；てそj1 ぞれ

1枚宛， 60口齢のもの＇.i2枚宛， さらに90～ 120[l齢の

えのでは 8枚宛を1"Qれて抑入し之。

次に，虫体・望丸・卵栄の商:fit>'と測定するに際しては，

先ず， micrometer によりそれぞれの長径およ吋幅径を

計測し三上，虫体の全形写真ならひに宅丸・卵巣のMil微

鋭写真を撮影しと。 引伸機を用い，虫体・ 畢丸・卵巣の

各 l辺（長径乃至ipg;径〉が と述7) micrometer によ ζ

実測値む 10, 100およげ 200伯：こなφよよ 拡大した後

（との場合， 設上 8者の面:fitはされぞれ 100, 10.000お

よび40.000倍：こ拡大さトる）, planimeter ：こより叙上 3

者む面積叶則定い二この実？Jl!J値（ 4回の平均値〉をモ

れでれの拡大倍率て除い実際む面積に換算した。

各日 iM~<Z' P.o.と P.え についこは，唱丸面積 （左＋

右〉な vーに卵巣面積の虫体面積：こ付する百分j七，さ ら

に宰丸l目的（左右平均〉／卵巣而引の値全求、、ヤζ，両者に

おける~：－~丸と卵巣の大きさの関係を相互に比較しえ。 ζ

J. しと北行：＿＿，－ご，長径×幅径〈周知ヱ〉上？に，との大きさ

の示 L 方はflそ虫類の圧平原1＞＝ ：ニ土る f,~ ， ，ぉ：と際＼斡jfilに

用い：,,! ，；，方法てま、と〉による虫f本・'t：・丸 ・卵巣の各面

積をま算定ン，皐丸の長径〈左古~~均〉．× ｜悩径（左右平

均〉／卵栄v＂）長径×幅径の値を求んて，叙上planimeter

測定値、三~； .J,. .tと同様，P.o.P.え相互.V比較を試 71,／と。

(1959）〕昭和 34年 8月

( 13 ) 
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第 2表 犬！感染 P.ohiraiと P.iloktsuenensisにおける虫体 ・畢丸 ・卵巣の面積の測定値

計虫 計 虫体 畢 丸
卵 巣

測齢種 前リ 一一一 左 右
法 （ 数 最大最小平均

最大最小 平均 最大 最小 最大 最小 平均日 平均

30 {P.o. 13 10.6 6.3 8.9 0.390 0.224 0.347 0.471 0.226 0.343 0 . 352 0. 077 0 . ] 68 
P.i. ]3 12.8 6.2 8.6 0.752 0.330 0.460 0.618 0.319 0.454 0.304 0.121 0.159 

E。件。円目 回 ｛；~；－
)3 47. 5 14 .1 34 .4 1 . 687 0 .490 1. 035 1.427 0 .370 0. 965 0.987 0.220 0.747 
)3 40 . 2 24. 8 32 .4 1. 687 0. 975 1. 259 1 . 792 0. 912 1. 303 0.868 0.409 0.632 

岨｛；：~· 12 59.4 39.8 48.3 1.676 0.828 1.171 1.810 0.945 1.242 J.121 0.706 1.047 
12 57.5 29.6 44.6 1.957 1.338 1.598 2. 557 1. 170 1 . 777 ] .048 0.613 0.895 
12 68. 0 31. 6 52 . 8 1.440 0.369 1.127 ] . 660 0 .444 1 . 183 1.320 0.481 1.022 

120 F イZ 12 60.9 30.7 46.6 2. 723 1. 077 1 .479 1. 751 1.110 1.398 0.995 0.558 0.822 

13 14.0 9.0 11.9 0.66 0.25 0.51 0.86 0.25 0.50 0.66 0.10 0.25 
~O Pi 13 17.6 9.2 12.0 1.35 0.46 0.72 1.12 0 40 0.71 0.55 0.18 0.28 

長 60{P.o. 13 78.4 19. 7 48.2 3.78 0.92 1.97 2.83 0.57 1.61 1.94 0.48 1.75 
径 P.i. 13 56.l 33.6 43.9 3.82 1.47 2.30 3.48 1.25 2.38 1.57 0.72 1.04 

12 79. 3 55. 1 64. 2 3.70 1.29 2.07 3.63 1 .65 2.36 2.11 1.10 1. 70 
幅 90 i. 12 75.6 11.4 61.4 4.48 1.57 3.04 4.52 1. 78 3. 12 2.33 1.23 ] . 74 径

12 91.7 42.7 74.4 3.20 0.48 1.90 2.75 0.59 1.96 3.07 0.65 1.86 
120 F イZ 12 86.2 43.0 64.4 5.89 1.56 2.98 3.36 1.7) 2.57 J.78 1.15 1.52 

単位＝mm2

__,_cお，参考と して，虫体長径／宰丸長径（左右平均〉， ま

，、宰丸長径く左右平均〉／畢丸幅径（左右平均〉 の値li:

求め，両種における翠丸の形態を比較した。

成績

比較研究に用いた肺吸虫の種類，日齢，計測数，虫体・

宰丸（左右〉 ・卵巣の長径く前後径〉と幅径（左右径〉

の計測値， planimeterなら刊に長径×幅径による虫体・

望丸〈左右〉 ・卵巣の面積む測定値などを一括して示Jよ

ぷ第l表およ川第 2表の通 りて＼？〉る。

(1) 虫体面積の比較

30, 60, 90および 120日齢の P.o. における虫体面積

(planimeter による〉の平均値〈第 2表〕はそれぞれ

8.¥l, 34.4, 48.3, 52.8mm2，一方， P.えのそれは 8.6

32.4, 44.6, 46.6mm2て，両種間には若干の差異が認

められる。 すなわち，各口齢において，P.o.の虫体面積

は P.えに比しべぺJ大きい傾向がある（附図I～Il）。な

お，長径×幅径による面積（第2表〉 も上述の plani-

meterによる測定値と略同様の傾向を示している。

( 2) 畢丸面積の比較

各日齢の P.o.と Rえの皐丸面積（planimeterによ

日
120 ・・。も。日・ヤ ∞ 
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算 1国犬感染 P.ohiγαiヒ P.ilokt抑制：ensisの

皐丸面積の比較 （planimeterによる測定値）

る〉は第 1図 F 示じた通りて、？る。図示のように，30,

60, goおよりや 120円齢における P.o.の宅丸面積（左＋

右〉 の平均値はとれぞJL 0. 691（蓬庭 0.450～ 0.848，以

下乙jしに（故 う），2.000( 0.860～ 3. 040), 2. 414( 1. 856 

～3.165),2.310(0.8)3～2.938)mm2，一万，P.えは 0.915

c 0.6-15～ 1.370), 2.563 ( 2.047～ 3.079), 3.376 

( 2.668～ 4.332), 2.877 ( 2.278～ 3.1)8l)mm2 て，

同日齢にお：才る両者の平均値’三はやや~1\(i 2'.(な差異が認め

られる。すなわち，各円齢において，P.えは P.o.に比

し皐丸｜由杭の大きいもGつが多い傾向がある（附図班～

1¥7)。
これを左右別にみると，30, 60, 90および 12on齢？と

( 14 ) 
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おける左畢丸面積（planimeter によ る〉の平均値（第

2表〉は， P.o. 0.347, 1.035, 1.171, l.127mm2, 

P.えは 0.460,1.259, 1.598, l.47'9mm2，また，右皐

丸面積は P.o.0.343, 0.965, 1.242, l.183mm2, P.え

は 0.454, 1.303, 1. 777, 1.398mm2て，各自齢？とお

いて， P.えの左右両皐丸の面積は P.o.のそれに比し明

らかに大きい傾向を示しているoが，P.o.もP.i.と同様，

左右両宅丸面積相互聞には有意の差が認められない。な

お，長径×！幅径による面積（；第2表〉は上述の Plani-

meterによる測定値と略同様の傾向を示している。

( 3) 卵巣面積の比較

30, 60, 90および 120日齢の P.o. における卵巣面積

(planimeter による〉の平均値〈第 2表〉はそれぞれ

0.188, 0. 747, 1.047, 1.022mmヘ一方， Rえのそれは

0.159, 0.632, 0.895, 0.822mm2て，両者間には若

干の差異が認められる。すなわち，各日齢において，

P.o.の卵巣面積は P.えに比し心持ち大きい傾向がある

（附図V～百〉。なお，長径×幅径による面積の測定値ぼ

第 2表に示した通りて， 30および90日齢ては Rえ の卵

巣面積（平均値〉が P.o.のそれに比し若干大きく， だ

れに反し， 60および 120円齢ては P.o.が若干大きい傾

向を示している。

次に，上述の虫体・皐丸（左右〉・卵巣の面積の測定

値（第2表〉をもとにして，両後者の前者む対する百分

比，さらに，皐丸面積（左右平均〉 ／卵巣面積の値を求

め， P.o.と P.i.における皐丸と卵巣の大きさを相互

に比較した。以下その成績について述べる。

( 4) 畢丸面積の虫体面積に対する百分比の比較

各自齢の P.o.とP.えにおける皐丸面積く左＋右〉 の

虫体面積に対する百分比は第2図に示した通りである。

図示のように， 30,60, 90および 120日齢における P.o.

の皐丸面積は虫体面積のそれぞれ7.71（蓬庭6.00～8.89,

自1
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第 2図犬感染 P. ohz"raiと P.iloktsuenensisの

畢丸面積（左＋右）の虫体面積に対する百分比の比較

(planimeterによる測定値）

467 

以下乙れに倣う），5.86(4.35～8.19),5.02(3.94～7.29), 

4.34(2.57～5.56）%，一方， P.えのそれは 10.49(8.12 

～ 12 . .LO), 7 .99 (6.09～9.46), 7.84 (5.29～ 12.36), 

6.24 (4.14～8.47) %を示し，同日齢における両者の平

均値にはやや顕著な差異が認められる。すなわち， P.え

における宰丸面積の虫俸面積：こ対する百分比は P.o.の

そ，{lに比し，明らかに大きい傾向がある（ただし，各日

齢において 1～ 2隻の例外あり〉。

( 5) 卵巣面積の虫体面積に対する百分’比の比較

各日齢の P.o.と P.i. における卵巣面積の虫体面積

に対する百分比〈最大 ・最小 ・平均〉は第3図に示した

通りである。図示のように， 30,60, 90および 120日齢

の P.o. における卵巣面積は虫体面積のそれぞれ1.84

（蓬庭1.15～3.70，以下こ，flピ倣う），2.17 (1.70～2.61), 

1.99 (1.71～2.46),1.93 (1.18～2.44) %，一方，P.i.

のそれは1.82(1.41～2.37), 1.95 (1.30～2.91), 2.05 

(1.49～3.06), 1.78 (1.39～2.30) %を示し，同日齢に

(%)4 

Min 齢、

⑪ 

4 (%) 

120 

90 

ω 

Max 

30 

笥齢

第 3図犬感染 R ohiraiと R iloktsuenensisの

卵巣面積の虫体面積に対する百分比の比較 （plani-

meterによる測定値）

おける同種の平均値：こは若下の差異が認められる。すな

わち.90日齢以外は P.o.の卵巣面積の百分比が Rえ

を心持：；上廻っている。

( 6) 皐丸面積ぐ左右平均〉 ／卵巣面積の値の比較

各日齢の P.o.と P.i.における畢丸面積の卵巣面積

に対する比の値は第4図〈左右平均〉および第5図〈左

右別〉に示した通りである。以下とれを planimeterに

よる成績と長径×幅径による成績の 2つに牙けて記載す

( 15 ) 
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第 4図犬感染 R ohz"raiとRz"loktsuenensz"sの

皐丸面積（左右平均）の卵巣面積に対する比のイ直の

比較 （planimeterによる測定値）

（侍）3

P oh.r41 

2 3 （＇.佑） 3

1'R 主芳賀1

〔寄生虫学雑誌 ・第 8巻 ・第 4号

1.29, 1.15情，P.えのそれは2.94, 2 .13, 1.1)9, 1. 73倍

を示し，各口l胎において，P.えの左右両宅丸面積は卵巣

面積に比し，P.o.のそれより 明らかに大きい傾向があ

る。しかし，P.o.も P.え と同様，左右両宰丸面積相互

間には有意の差が認められない。

五〉長径×！幅径によ乙測定値の比較

第 5図に示したように，30, 60, 1)0および 120日齢の

P.o. における畢丸面積 〈左右平均〉は卵巣面積のそれ

ぞれ2.22ぐ左2.31,右 2.13), 1.31 c左 1.45, 右1.16),

1.32 c左1.22，右1.41),1.09 （左1.00，右1.10）倍，ま

た，P.えのそnは2.66

〈左2.68，右2.63), 2.37 

（左2.33，右2.41),1.66 

〈左1.64，右1.68),1.68 

〈左 1.71，右 1.65）倍

て，上述の planimeter

による測定値の比較と

略同様，各自齢におい

て，P.えの宰丸面積は

卵巣面積：と比し，P.o.

のそれよりも明らかに

大きい傾向がιちる。

Poh.-., 

次に，虫体と望丸の

長径およむ幅径の計測

値〈第1表〉そもとに

して，虫体長径／宅丸

長径〈左右平均〉，虫俸

幅径／宰丸ill~径〈左右平均〉，さらピ，事丸jえ径（左右平

均〉／皐丸1陥径（le右平均〉の値を求め，P.o.と P.えに

おける宰丸め長径ならびに幅径を相互lて比l駁した。以下

その成績について述べる。

( 7) 虫体長径／宰丸長径（左右平均〉の値の比較

各日齢の P.o. と P.えにおける虫体長径の宰丸長径

に対する比の値は，第6図に示した通りでもる。図示の

ように，30, 60, 90および 120日齢の P.o.における虫

体長径は弔丸長径のそれぞれ5.98 （蓬庭5.12～7.71，以

下とれに倣う），6.07(4.47～7.45),6.83 (5.59～8.03), 

7.46 (6.45～9.31）倍，一方， P.えのそ：tは4.05 ( 3.62 

～4.97), 4.37 ( 3 .12～6.40), 5.02 (3.83～5.77), 5.34 

(4.64～6.28）倍て， 同日齢における両者の平均値には

やや顕著な差異が認められる。すなわち，皐丸の形態は

Rえの方が P.o.に比し 明らかに前後に長い傾向があ

第 5図犬感染 R ohz"raiと P.z"loktsuenensぬの左右両畢丸面積の卵巣面積に

対する比の値の比較

ることとする。

i) planimeterによる測定値の比較

第 4図に示したように， 30, 60, 90および 120日齢の

2ミo.における宰丸面積 （左右平均〉は卵巣面積のそれぞ

れ2.26c蓬庭1.05～3.21，以下ζれに倣う），1.36 (0.83 

～1.88), 1.26 (0.98～1.82), 1.11 (0.84～1.34）倍，

一方， P.z".のそれは 2.91(2.25～3.83), 2.10 (1.36～ 

2.68), 1.91 (1.28～2.42), 1.77(1.24～2.50）倍を示し，

同日齢における両者の平均値にはやや顕著な差異が認め

られる。すなわち，P.i. の皐丸面積は 卵巣面積に比し

P.o.のそれよりも明らかに大きい傾向がある。

これを左右別に見るとく第5図）， 30, 60, 90および

120日齢の P.o.における左宰丸面積は卵巣面積のそれ

ぞれ2.30, 1.42, 1.22, 1.07倍，P.z".のそれは 2.89,2.07, 

1.83, 1.80倍，一方，右宰丸面積は P.o.2.22, 1.30, 

( 16 ) 
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第 6図犬感染 P.ohiraiと P.iloktsuenensz旨の

虫体長径の皐丸長径（左右平均）に対する比の債の

比較

る（附図E～TD。

(8) 虫体l幅径／事丸幅径（左右平均〉の慌の比較

各口齢の P.o. と Rえにおけξ 虫体~Jffi径の雫丸｜｜店径

に対オる比の値は第 7図に示した通りてまる。関示のよ

与に，30, 60, 90および 120日齢の P.o.における虫体

幅径は串丸l隔径のそjlぞれ4.17（運庭3.14～6.27，以下

とれに倣う），4.76 (3.51～6.09), 4.56 (3.13～5.44), 

5.69 (4.40～8.63）倍，また， P.えのそJlは4.27(3.42 

～5.28), 4.57 (3.43～5.98), 4.23 (2.89～6.56), 5.05 

(3.23～8.01）倍を示し，同「l齢における両者の平均値

には若干の差異が認められる。すなわち， P.i. の~丸

は P.o.ic比し，心持：；左右に長い傾向がある。

話j8 

M川動l、

第 7図犬感染 R ohz"raiと R iloktsuenensisの

虫体l隔径の皐丸幅径（左右平均）に対する比の値の

比較

( 9) 呼：丸長径く左右平均〉／中丸ill両径〈左右平均〉

の値の比較

各n齢の P.o.と P.え における罪丸長径の同｜！！日径に

対する比の値は第8図に示した通りである。図示のよう

469 

自l 。・・。・。・・1’崎00町 loo.r。。。 • Poh'"'' 

。lp，＂＇＂＂＇＂＇ 嶋崎

"'"'' 
・も吋＂＇＆！和。国

－ー”・・l ”。・。~。｜。 z

同・岬圃l・・ lfoo&z.ォ。品。。

警告免震務一一一7

• H&l 

第 8図犬感染 R ohiraiと P.iloktsuenensisの

皐丸長径（左右平均）の同幅径（左右平均）に刻する

比の値の比較

に，30, 60, 90および 120円齢の P.o.におけ之常丸の

長径は同！隔径のをれぞれ1.57（蓬庭1.14～2.48，以下七

九に｛故ぅ）， 1.(33〔1.1¥)～2.52),1.41(1.03～1.68), 1.6』

(1.17～2.26) f;'~－. 'I: .'::, P.え のそれは 2.29(Ul3～ 

2.65), 2.34 (l.75～3.83), 1.72(1.16～2.17), 2.02 

(1.11～3.02）似て＼ 同111輸における向背お平均値には

:ti下の差異が認、ヘらil之、。すなわち， P.i.の雫丸の長径

は幅径に比＇...－， P.o.のせれより大きい傾向がある。

考察

(1) 皐丸と卵巣の大きさの関係

30～ 120r¥齢の P.o.および P.え をllぞれ50コ宛都

合 1001同体について，事丸而杭（左＋右〉の虫体面積に

対する百分比ならびに卵巣而積の虫体商取ピ対する百分

比そ求め，とれらの性質によるi可種の比較を試みたとと

ろ，字て丸面積の比においては， P.えの値が P.o.より若

下大きい傾向がわり，これに反し，卵巣而杭の虫体面積

に対寸る比においては， P.o. の値が P.i. よ り 1[A~i ち大

きい傾向が認められた。よって，宅丸田和（左右平均〉

／卵巣面積の怖売求め両種の比較を試みると，その差が

一周gi!O

らカ、に大きい傾向7t:示してい乙。

今， P.o.,P.i. ~市j柏町；ご有意差が認出られた阜丸而積

（左＋右〉の虫体田和に対する百分・tヒおよび事丸面積〈左

右平均〉／卵巣而ねの値ir一括して示せば第 3哀の通り

である。表示のよコに，少紋の例外くP.o.と近似胞のP.乙

また，P.i. ！：：近似仰の P.o.） を除く大多数例における翠

丸面積の虫体rfri砧に対する両分j七は， 30,60, 90および

120日齢の P.o.(50 コ r-1•47 コ〉 がそれぞれ6.00～8.89,

4.35～6.81, 3.94～5.44, 2.57～5.54%であるのに対し，

P.え（50コrj143コ〉は 9.13～ 12.10, 7 .03～9.46, 6.23 

～ 12.36, 5.56～8.47%，同宅丸面積の卵巣面積三対す

る比の析は，30, 60, 90および 120日齢の P.o.(50コ

( 17 ) 
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第 3表犬感染 P.ohiraiと P.zwktsuenensisの相異点（畢丸と卵巣の大きさの比較による）

虫
虫体面積／皐倍丸積（左十右）（%） 畢丸面積（左右平均）／卵巣面積（倍） 虫体長径l皐丸長径（左右平均）（倍）

齢へ種
日 平均 金例 大多数例 平均 金例 大多数例 平均 金例 大多数例

30[Po 7 71 6 oo～ 8.89 6.00～ 8.89 2.26 1.05～3.21 1.05～2.57 5.98 5.12～7. 71 5.12～7.71 
P.z". J 0 .49 8. J 2～12.10 9.13～12.10 2.91 2.25～3.83 2.61～3.83 4.05 3.62～4.97 3.62～4.97 

60[P.o. 5.86 4.35～ 8.J9 4.25～ 6.81 1.36 0.83～］ .88 0.83～1.86 6.07 4.47～7.45 5.53～7.45-
P.i. 7 .99 6.09～ 9.46 7.03～ 9.46 2.10 1.36～2.68 1.88～2.68 4.37 3.12～6.40 3.12～5.19 

90~P.o. 5.02 3.94～ 7.29 3.94～ 5.44 1.26 0.98～］ .82 0.98～1.46 6.83 5.59～8.03 5.84～8.03 
PJ. 7.84 5.29～12.36 6.23～12.36 1.91 1.28～2.42 ] .54～2.42 5.02 3.83～5.77 3.83～5.77 

120[P o 4.34 2.57～ 5.66 2.57～ 5.54 ] .11 0.84～1.34 0.84～1.34 7.46 6.45～9.31 6.45～9.31 
PJ. 6,24 4.14～ 8.47 5.56～ 8.47 1. 77 ] .24～2.50 1.42～2,50 5.34 4.64～6.28 4.64～6,28 

寸145コ〉 がそれぞれ 1.05～2.57, 0.83～1.86, 0.98～ 

1.46, 0.84～1.34倍であるのに対し，P.え（50コ中42コ〉

は2.61～3.83, 1.88～2.68, 1.54～2.42, 1.42～2.50倍

て，同日齢における両種の比の値には明らかな差異が認

められた。すなわち，上述のように，各日齢において少数

の例外が認められるとはいえ，P.o.と Rえの両種は畢

丸面積（左＋右〉の虫体面積に対する百牙比，さらに，

畢丸面積〈左右平均〉／卵巣面積の値において，やや顕著

な差異があるという事実を知ることができた。

なお，長径×幅径による皐丸面積 （左右平均〉／卵巣

面積の値も，上述の planimeterによる測定値と略同様

の傾向を示したが，個々の比の値を仔細？と検討すると，

なかには両者聞に若干の差異が見られるものもある。従

って，これにより皐丸と卵巣の大きさの大体の関係が覗

い得ても，皐丸・卵巣両面積の真の関係を究明したとと

にならないのはいうまでもない。

( 2) 畢丸の形態

各日齢における P.o.と P.えの皐丸の形態は附図E

およびNに示した通りであり，P.o.の皐丸は概して前後

ヤ短かしやや左右に長い傾向を示し，とれに反し，

P.えの畢丸は P.o.に比し明らかに前後に長い特徴のあ

るζ とが認められた。との所見の裏づけをせんがため，

両種の虫体長径の皐丸長径（左右平均〉に対する比の値の

比較を試みたが，その成績もまた P.えの畢丸は P.o.の

それに比し明らかに前後に長い傾向を示し，乙の特徴を

一層強固なものとしている。すなわち，第8表に示した

ように，少数の例外（P.o.と近似値の fミえ また，P.え と

近似値の P.o.）があるにせよ，大多数例における虫体長

径の皐丸長径〈左右平均〉に対する比の値は， 30, 60, 

90および 120日齢のP.o.(50コ中47コ〉がそれぞれ5.12

～7.71, 5.53～7.45, 5.84～8.03, 6.45～9.31倍である

に対し， P.え（50コ中49コ〉 は3.62～4.97,3.12～5.19, 

( 18 ) 

3.83～5.77, 4.64～6.28倍て，同日齢における両種の比

の値に明らかな差異が認められるということは興味深い

ととである。前項ても述べたように，P.え の皐丸面積が

P.o.のそれに比し，概して大きい傾向を示したのは，

前者の畢丸が後者のそれに比し，明らかに前後に長い特

徴をもっていたとと：亡よるものと推察される。

以上の諸事実から，附図Eの 110,113 c以上30日齢〉，

121, 126 （以上60日齢），128, 131, 135 c以上90日

齢），142, 145, 148 （以上 120目指令〉を P.o.の定型

的な畢丸， また， 附図日7の 154, 161 c以上 30日齢〉，

166, 168 c以上60El齢），178, 180, 187 （以上90日

齢）， 192, 193, 198（以上 120日齢〉 をそれぞれ P.え

の定型的な皐丸の形態て、あると筆者は考えたい。

むすび

planimeter を用い種々なる日齢の犬感染 P.o. なら

てt；こ P.えの虫体面積，皐丸面積（左右〉および卵巣面

積を測定し，次いて，皐丸面積（左＋右〉の虫体面積に

対する百分比，卵巣面積の虫体面積に対する百分比，さ

らに，畢丸面積（左右平均〉 ／卵巣面積，虫体長径／畢

丸長径〈左右平均〉の値などを求め，同種の比較を試み

た。

とれら観察諸所見の大要は次の通りである。

( 1) 皐丸面積の虫体面積に対する百分比は，30,

60, 90および 120日齢の P.o.がそれぞれ7.71, 5.86, 

5.02, 4.34%であるのに対し，P.えでは 10.49, 7 .99, 

7.84, 6.24%で， P.z".の皐丸は P.o.のそれに比し，明

らかに大きい傾向がある。

( 2) 卵巣面積の虫体面積に対する百分比は，30,

60, 90および 120日齢の P.o.がそれぞれ1.84, 2.17, 

1.99, 1.93 %であるのに対し， Rえ では 1.82, 1.95, 

2.05, 1.78%で，P.o.の卵巣は P.えのそれに比し， IL¥.
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持ち大きい傾向がちる。

( 3) 卵巣面積を lとし，そ札に対する皐丸の大き

さの比¢値を求＇ D，でと乙ろ，30, 60, 90および 120日齢

の P.o.がをれぞれ2.26, 1.36, 1.26, 1.11倍であるの

に対し，fミえ では2.91, 2 .10, Ull, 1. 77 (frである。従

って，Rえでは皐丸が卵巣に比し著しく大きい傾向がお

る。

( 4) 望丸の長径を 1とし，そjLに対する体長の比

の値を求め疋ととろ，30,60, 90および 1201l齢のP.o.

がそ~lぞれ5 .98, 6.07, 6.83, 7.46倍であるのに対し，

P.え では4.05,4.37, 5.02, 5.34倍て、，P.え の宰丸ば

P.o.のそれに比し，明らかに前後に長い傾向がちる。

( 5) 銭上（ 1) (2)(3)(4)の諸所見かし，

30, 60, 90および 120日齢の犬感染 P.o.と Rえ は，

圧平標木によってま大体区別することが可能であるとい

える。ただし ，例外に迎遇しえ場合には他の偲徴，例え

ば卵の形態 ・性質などノと参照す，：；；， ζ とにより区別の目的

を達成するととができる。

終 りに臨み，御指導頂いた一色於菟四郎教授，種々御

教示に与った九大医学部宮崎一郎教授，本学の森田平治

郎教授，望月宏助教授，野田亮二助教授，御援助下さっ

た阿武哲学兄，荒川暗君に謹んで！感謝の意を捧げる．

本研究の要旨は，第 27同日本寄生虫学会総会（1958-

5-17，岐阜）ならびに第 14回日本寄生虫学会西日本支部

大会（1958-11-2 徳島）において発表した．
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Summary 

The two species of lung-flukes, Paragonimus 

ohirai Miyazaki, 1939 (P. o.) and P. iloktsuenensis 

Chen, J 940 (P.え）are the closely related species. 

Therefore, it has been stated that the differential 

diagnosis is capable in their encysted larvae but 

scarcely in the adults. This is due to the close 

resemblance in their specific characters, such as 

the form and arrangement of the cuticular spines 

and the morphology of the ovary, which are con-

sidered as the important specific characters. How-

ever, the other characters, which are to be the 

criterion for distinguishing species, has hitherto 

been insufficiently studied. Thus, it appぬ rs

overhasty to consider that these two species are 
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unable to be distinguished by the above mentioned 
characters alone. 

Consequently, the measurement of the dimensions 
of the body, testes (the right and left) and ovary 
were conducted by the planimeter on the flattened 
specimens (stained with hematoxylin) of the vari-
ous infective stages of P. o. and P.え， whichwere 
obtained from dogs inoculated with their encysted 
larvae. Then, the comparisons of the two species 
were done on the basis of the percentages of the 
dimensions of the testes and ovary to the body, 
and the ratios of the testes (the average of the two) 
to the ovary and of the body length to the testes 
length (the average of the two), which results from 
the above mentioned measurements. 
The summary of these observatians is as follows : 
( 1 ) The percentages of the dimensions of the 

testes to the body are 7.7J, 5.86, 5.02 and 4.34~6 
in P. o. in contrast to 10.49, 7,99, 7.84 and 6.24 % 
jn P. i., with the 30, 60, 90 and 120 days old 
worms respectively, These facts will show that 
the testes are decidedly larger in P. i・. than in P. o. 

( 2 ) The percentages of the dimensions of the 
ovary to the body are 1.84, 2.17, 1.99 and 1.93 % 
in P. o. in contrast to 1. 82, 1. 95, 2. 05 and J. 78 36 
in P.人 withthe 30, 60, 90 and 120 days old 
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worms respectively. These facts will suggest that 
the ovary is slightly larger in P. o. than in P. z: 

( 3) The ratios of the dimensions of the testes 
to the single .unit of that of the ovary are 2.26, 
J.36, 1.26 and JJJ in P. o. in contrast to 2.91, 
2.J 0, l .9J and J. 77 in P. i., with the 30, 60, 90 
and J 20 days old worms respectively, These facts 
will suggest that the ratio of the testes to the 
ovary is markedly larger in P.えthanin P. o. 

( 4 ) The ratios of the body length to the single 
unit of that of the testes are 5,98, 6,07, 6,83 and 
7.46 in P. o. in contrast to 4.05, 4.37, 5.02 and 
5.34 in P. i., with the 30, 60, 90 and 120 days old 
worms respectively. These facts will suggest that 
the ratio of the length to the width of the testes 
is larger in P. i. than in P. o. 

( 5) From the four items mentioned above, the 
30, 60, 90 and J 20 days old worms of P. o. and 
P. z:, which were obtained from the inoculated 
dogs, may be able to be distinguished from each 
other even with the flattened specimens. In the 
exceptional cases, however, the other characters, 
such as the morphology and nature of the egg 
etc., must be referred to, in order to attain the 
object. 

図版説明

とれらの図はすべて庄平標本を背面より撮影した写真

をもとにして描かれた （本丈の材料と方法の項参照）．図

の左方は虫体の前方を意味し，図内の数字は planime-

terによる面積の測定値を示している．

附図 I 犬感染 P.ohiraiの成虫の全形

1～13 30日齢

14～26 60日齢

27～38 90日齢

39～50 120日齢

附図 II 犬感染 P.z"loktsuenenszsの成虫の全形

51～63 30日齢

64～76 60日誌命

77～88 90日齢

89～100 120日齢

附図 III 犬感染 P.ohz"razの峯丸

101～113 30日齢

]]4～126 60日齢

127～138 90日齢

139～150 120日齢

( 20 ) 

附図 IV 犬感染 P.iloktsuenensisの畢丸

151～163 30日齢

164～J76 60臼齢

177～］88 90日齢

189～200 120日齢

附図 v 犬感染 P.ohirazの卵巣

201～2J3 30日齢

214～226 60日齢

227～238 90日齢

239～250 120日齢

附図 VI 犬感染 R iloktsuenensisの卵巣

251～263 30日齢

264～276 60日歯令

277～288 90日齢

289～300 120日齢

附図 Iの 1，同 IIIの101，同Vの 201は標本番号 1
の P.ohiraiの成虫全形，皐丸および卵巣を示し，附図

IIの 51，同 IVの151，同 VIの 251は標本番号 1の
P. iloktsuenensisの成虫全形，皐丸および卵巣を示して

いる．以下同様．
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附図 IV 
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附図 VI 
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